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□□　第８章　インテリアのカラーデザイン　□□
１．インテリアの色彩を数え上げてみれば、思ったより多くの色に囲まれていることに気づくことも多いだろう。そういったたくさんの色を面積で分けて整理する考え方がある。

全体の雰囲気の基調を為すと考えられる大面積を占める色を〔基調色：key color　〕もしくは〔主調色：dominant color　〕と呼ぶ。中面積を占める色を〔配合色：assort 　 　　　color　〕、小面積だが、存在を主張するような色は〔アクセント色：accent color　〕と呼ばれる。

　壁・床・天井などは、視界に占める面積が大きくなりがちである。そして、色彩を決定するときに、家具の色が決まっていることも稀だろう。そうすると、無難なのは、万人に好まれ、さまざまな色の家具を許容できる〔白〕っぽい色ということになる。こういった色は照明効率の面でも利点があるから、特に壁や天井の場合に、大半を占める。

　色相で言えば、〔YR〕系の色が大半を占める。なぜだろうか。自然素材の色を調べてみると、木や土や石は大半がこの色相に該当する。それで、このような、なじみのある色が好まれる傾向が生まれた。科学的とは言えないかもしれないが、そのような解釈でもするより仕方がないような気がする。

２．色彩調節では、このようななじみのある色とは別の色を推奨することが多かった。特に手術室を青緑系の色で塗ることは、血や内臓の赤の〔　補色　〕である青緑を目立たなくさせ、無影灯のまぶしさを減じることで目の疲れを抑え、〔　落ち着き〕を感じさせることで緊張を緩和する、一石三鳥の効果を持つ。現在でも、手術室に青緑系の色が用いられることは多いのではなかろうか。色の効果を有効利用した事例だと言えよう。アイレスト・グリーン（7.5GY 8/2くらいの明るい黄緑）を〔環境色、機械色、焦点色〕として用いることを推奨することも多かったが、それも、「目を休める」という機能に着目してのことだ。あくまでも、理由づけを含んだ合理的な色彩の使用を目指していたのである。

　しかし、このような色が身の回りに溢れることに違和感を感じる人は多いだろう。なじみのない色に囲まれていても、安らぎは感じにくいのではないか。たとえば、青が色紙で呈示されれば嫌いだという人は稀だろうが、青一色に塗られた部屋であれば、今度は好きだという人の数の方が少ないだろう。

　こういったことから考えても、抽象的な「色」の効果を建築にそのまま適用することは、必ずしも正しいとは言えない。色彩調節が廃れたのには、そういった背景があると考えられる。
３．近年の病室は、白一辺倒ではなく、ベージュのような色が増えてきたようだ。汚れの目立ちを最優先して白を使うより、自宅に居るようなくつろぎ感を醸し出せれば病状の回復にも役立つというようなことから、居心地なども考え合わせて、総合的な判断を行った結果だろう。

　このように、インテリアの色彩を考えるときには、総合的な判断が必要になる。それを、美的な側面と、色彩調節でも扱っていた機能的な側面から考えてみよう。

　実は、色彩調節でも美的な側面を扱ってはいたのだが、それは〔ムーン〕・スペンサーの色彩調和論に基づいていたりして、つまりは、あまり調和しなかった。実験を行うと、トーン・〔オン〕・トーン配色のように、〔同系〕色相で、トーンを変化させた配色で調和が得られることが多い。これが、室内配色の基本パターンと言えるだろう。木、土、石。そういった素材で作られた家であれば、自然とこういった配色になることからも、それは裏づけられる。

　別のパターンを探すのであれば、対比的なものになるかもしれない。実験で明らかにされたとまでは言えないが、この場合、対比的な色を小面積に抑えて、〔基調色、配合色、アクセント色〕として扱うと、うまくいくことが多いだろうと思われる。窓枠や周り縁のようなライン状の部位、椅子の背もたれのような視線方向の小面積の部位が、対比的に扱う面の候補となるだろう。

４．機能的な面をいくつか整理して考えてみよう。

　色対比が大事になると考えられるのは、食べ物を扱う〔台所〕や、着替えを行う寝室などである。

　夜になり、窓に〔カーテン〕が引かれると配色が変化する。昼間は窓は明るく、それに比較すると壁は暗い。一方、夜はそのような不均一は減少することが一般的である。しかし、不均一な照明を利用すれば別である。影の部分は色味があまり感じられなくなり、暗い印象をもたらしがちである。こういった変化もインテリアのカラーデザインでは考慮していきたい。

　退色や汚れの問題もある。黒は意外と汚れが目立つ。汚れの種類にもよるが、中・低明度の〔低〕彩度色を使用すると良いだろう。

　安全性の面では、階段の段鼻の扱いなどがある。照明条件や色覚異常の有無などによっても考慮条件は変化するだろうが、〔バリアフリーデザイン、ユニバーサルデザイン〕を目指すのなら、〔色相差、明度差、彩度差〕を持たせ、視認性を高めることが肝要である。

５．照明は、見える色を変化させてしまう。特に、インテリアでは蛍光ランプ、白熱電球が使用されることが多いであろうが、蛍光ランプに比べると白熱電球の方が、一般に〔黄色〕っぽい色の室内に見えるであろう。

　人は、物体の色が鮮やかに見える照明光を好むのかもしれない。白熱電球で照明したときには、〔木、コンクリート〕の室内の方が映えることが多いであろう。一方、白を基調としたインテリアでは、その白を際立たせることも考えられる。蛍光ランプや各種メタルハライドランプなどは、こちらで利用されることが多いだろう。

　もっとも、蛍光ランプでも、昼光色、昼白色、電球色というように、〔色温度〕の異なったものが出回ってきた。蛍光ランプといえば青白い光のものと相場が決まっていたのは昔のこと。パッケージなどを見る限り、昼光色が光変換効率がよいというのでもなさそうだ（もっとも、値段は一番安いことが多いが．．．）。総合的な見地から、インテリアにふさわしい色の照明を利用することを心がけたい。

６．好まれる明るさが照明の光色によって変化するという実験がなされてきた。最近では、リラックスする空間と作業をする空間では傾向が異なるなどということも言われるが、基本的にはKruithofffが提唱したように、明るいほど〔青白い、赤っぽい〕光が好まれるようだ。なぜかはわからない。高輝度の青空と低輝度の夕焼けにでも、理由を求めるくらいしか思いつかないが、あまり説明にならないか。

　このように、照明光は黒体放射の軌跡、つまり、赤→〔橙〕→黄→〔白〕→青という色に近似したものが多かった。それらの色光が自然に感じられるのであろう。放射とは異なる発光のメカニズムを持つ（＝この軌跡からはずれた色が出せる）ネオンサインに違和感を感じることがあるのは、そのせいかもしれない。

　しかし、最近は〔LED〕（＝発光ダイオード）が、省エネルギーの観点からも注目されている。赤、緑、青の３種を組み合わせることによって、自由に色を作ることが可能となった。今後、どのような色の光が使用されるのか、注目したい。

７．自然な色合い。それは、トンネルの中で遭遇する〔　ナトリウムランプ　〕のオレンジの単色光とは異なる世界である。お気に入りの服を見つけたのに、家で見てみると、デパートの売り場とは異なる色に見えたというようなことが起きたりするのも、照明光の仕業である。自然な色合いかそうでないかを表現する指標があれば、そういったことについて推測がつく。

　〔平均演色評価数〕は、Raという記号で表され、色の見えが基準となる照明光とどれだけ類似して見えるかを表している。一般的には、この値が高いほど〔演色性〕がよいと言われるが、〔8〕つの色票の色度のずれの平均だから、その時問題となっている肝心の色の見えがたまたま平均より大きくてがっかりするということも、理論的には起こりうる。

　基準となる照明光は、問題とする照明光と同じ〔相関色温度〕の光源であって、昼光ではない。白熱電球はRa＝〔100〕であるからといって、昼間、北向きの窓から入ってくる光で見える色と同じ色に見える訳ではないので、注意が必要である。
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